











に対する応答を調べた。 BRAK Tgマウスの大腸癌の数はWtの 1/10であり有意(P<0.001)に少な
かった。また、 悪性黒色腫の数を変えて注射すると、 すべての細胞数においてBRAKTgマウス
の方がWtマウスより肺への転移数が有意に少なく、 かつ、生存率が高かった。 さらに、 注入
腫瘍細胞数が減少するほど両者の生存率の差は大きくなり、 注入細胞数 3x103ではWtマウスの


























(Ozawa et al., 2006), あるいは T リンパ
球および B リンパ球機能を欠損した SCID
マウスに移植した(Ozawa et al., 2009b)。 
対照の HSC-3は大きな腫瘍を形成するのに




BRAK の発現制御は ERK マップキナーゼと
p38 マップキナーゼのシグナルクロストー
クによることを明らかにした(Ozawa et al, 




 さらに, C57BL/6 マウスに BRAK遺伝子を
強制発現させ, 血中 BRAK 値が野生型マウ
スの 10 倍高く発現するトランスジェニッ
ク (BRAK Tg)マウスを作製した. このマウ





抑制は３系統の BRAK Tg マウスで観察され
たので、腫瘍の進展抑制は BRAK遺伝子導入
による宿主マウスの腫瘍進展促進因子遺伝
子の破壊の結果ではなく、 高い BRAK の発
現が腫瘍の増殖•進展抑制に効いていると
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